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青木有明さん、青島明生さん、大上久彦さん、小松雅子さん、柞山八郎さん、若林カズ子さん

資料館に大きな期待が寄せられました

ガイダンス映像よりもこわさが
伝わりました。　（小学生・女子）

発生した年代を生きてきた人の
言葉は、とても重みがあると感
じました。　　　（中学生・男子）

ほとんどの年月をイタイイタイ
病と闘う人生だったのだろう。
親の看病と家事、それだけでも
つらい人生なのに、裁判で闘わ
れた話は、誇りをもって語れる
ことだろうと思います。

（50歳代・女性）

長い期間いろいろな方面でご苦
労されてこられたことにとても
胸が熱くなりました。このお話
は忘れられてはいけません。ぜ
ひ後世に受け継いでいって欲し
いです。そしてまた、新たな汚
染が生じないよう、住民の方々
の健康を守られるよう切に願い
ます。　　　　　（60歳代・男性）

　開館以来、県内をはじめ、県外や国外からも多くの方が                          資 料館を訪れています。これまで              2 万 5 千人を超え   
る方々が来館。修学旅行や課外学習での利用もあり、イタイイタイ病についての「学び」が広がっています。

　修学旅行を利用して、筑波大学附属駒場中学校の生徒                       
5 名が訪れ、「イタイイタイ病の今」という研究テーマ                      
に沿い学習しました。語り部講話や映像・                   資 料を通して、    
「授業では教わらない多くのことが学べた」という声が                       
あり、イタイイタイ病の特徴や現在の状況などについ                      
ての理解を深めていました。

　海外から初の団体として、韓国の中学校が来館。                       6 0
名を超える生徒が、韓国語の展示ガイドや音声ガイダ                      
ンスを利用して見学し、通訳を介して、語り部講話を                      
聴きました。「こんなにも恐ろしい病気だと知らなかっ                       
た」という感想が聞か        
れ、言語が違っても、        
公害の恐ろしさが十分        
伝わることが確認でき        
ました。

2万5千人を超える方が来館！

「学び」が広がっています

入館者数の推移（平成２４年４月２９日開館）

  5,000人目　平成24年　５月　６日（　　８日目）

10,000人目　　　〃　 　６月１７日（　４４日目）

15,000人目　　　〃　 　７月１９日（　７１日目）

20,000人目　　　〃　 　８月１６日（　９６日目）

25,000人目　　　〃　 　９月２１日（１２７日目）

　イタイイタイ病に関する貴重な体験談をお話いただいている「語り
部」さんを紹介するコーナー。１回目は、イタイイタイ病対策協議会
の設立当初から副会長を務められる 木良信さんです。
　 木さんのお母さんは、イタイイタイ病患者で、1955（昭和30）
年に亡くなられました。裁判闘争はもちろん、現在も続く発生源対策
などについて、詳しい内容で細かな数値までも原稿なしで語られる姿
に、 木さんの運動ヘの執念を感じ取ることができます。

　人が死ぬときは、『痛い痛い』と言いながら寝た
きりになるものだと思っていました。だから、子ど
ものころ、自分の母親や近所の年寄りが動けなくな
る姿を見ても何の不思議も感じませんでした。病気
の原因が明らかになってからは、三井金属鉱業に補
償を求めるため、「イタイイタイ病対策協議会」を

立ち上げました。当初から、運動に参加し、裁判闘争にも携わってきました。
　「語り部」の中には、患者を看病された経験のある方はおられますが、裁
判を含めた克服の歴史を実体験で語れるのは私しかいません。汚染農地の復
元が完了したとはいえ、上流に神岡鉱山がある限り発生源の監視を続けなけ
ればなりません。少しでも被害の実態を風化させないよう若い世代に語り続
けていきます。

現在、 木さんのほか、次の「語り部」さんが活動されています。

【5月】東京の中学生が修学旅行を利用して学習

【6月】韓国から60名を超える中学生が来館

『私の抱負』

〜今後、このコーナーで順次、紹介していきます〜

　学校に無料送迎バスを出す「課外学習サポート事業」                       
を利用して訪れる子どもたちも増えています。この事                      
業では、訪れた小中高生にイタイイタイ病についてしっ                       
かり学習してもらい、その成果などを調査しています。                       
これまでの調査で、子どもたちの理解が深まったこと                      
として、「イタイイタイ病患者の骨の状態」が多く、印                       
象に残ったこととして、「公害の恐ろしさ、環境と健康                       
の大切さ」をあげています。

無料送迎バスで課外学習をサポート

９月２３日現在の来館者数
総数２５,２４１人　団体利用４,１５５人（１６３団体）
　　　　　　　　　うち語り部講話聴講２,０８５人（７０団体）

入館状況

　木良信さん
たか ぎ りょう しん

（五十音順）

語 り 部 講 話 の 感 想
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（81歳）


